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要　　旨
　長野県教育委員会の2024年教員免許証認定講習会「データベース」の講義は、新型コロナ感染症再
流行の恐れがいまだ無視できないということから、30名を対象としたオンラインでの開催となった。
データベースは教職課程科目の『情報システム（実習を含む。）』であり、本認定講習会では、ブラウ
ザで実行可能な環境であるGoogle Colaboratory上でPythonのライブラリーとして利用可能なDBMS
であるsqlite3を使って実習を行うことにした。オンラインでのSQLを使った実習の実践を報告する。
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データベースをオンラインで教える試みについて

Ⅰ．初めに
長野県教育委員会からの依頼で、2024年教員免

許証認定講習会をオンラインで行った。依頼はデー
タベース論1単位の実技を伴う授業で、90分授業7
コマを2日間で行うものであった。データベースの
実技を想定し当初10人程度の対面授業の計画であっ
たが、情報科の教員が不足しているという現場の事
情もあって参加希望者が増え、また新型コロナ感染
症再流行の恐れがいまだ無視できないということか
ら、30名を対象としたネットでの授業となった。

高等学校学指導要領（平成30年告示）1）第7節情
報では、「第１情報産業と社会」では指導項目（3）
コンピュータとプログラミングで“ウ 情報通信ネッ
トワークの活用　データベースの活用”について扱
うこととなっていることに加え、第8はそのまま

「データベース」となっており、内容として、表1
の項目が挙げられている。昨年の『中央教育審議会
初等中等教育分科会教員養成部会教科に関する専門
的事項に関するワーキンググループ（技術・情報）（第
３回）議事次第』で記述が変更になったが、データ
ベースは従来『情報システム（実習を含む。）』であり、
表1の（3）（4）パートがその主たる実習の対象であっ
た。

本年度のこの認定講習会では、1単位2日間計7
コマということで、1日目の午前中の2コマで、（2）
の概略と正規化を扱い、午後の2コマと2日目の3
コマを、SQLを使ったデータマネージメント（3）
の実習にあてた。本稿で報告するのは、このSQL
を使った実習の部分である。

データベースの実習を行うには、データベースマ
ネージメントシステム（DBMS）が必要である。高
校や大学でのデータベースの授業では、マイクロソ
フト社のACCESSのようなパソコンのアプリケー
ションを使って各人のローカルなシステムでDBMS
利用の実習を行う場合と、PostgreSQLやMySQL
のようなサーバをネットワーク上に立ち上げ、サー
バ・クライアント型のシステムで行う場合がある。

本認定講習会の計画に当たって利用システムの検
討を行ったが、講習を終えた受講者が教科担当者と
して情報の授業を行うことを考えると、高等学校の
初級レベルのデータベースの授業では、データベー
スシステムサーバーの運用よりもクライアント側で

のデータ処理の実習が中心であり、さらに、認定講
習会の受講生にとって高校での授業のためにサーバ
を自分で立ち上げるのは敷居が非常に高いことが予
想される。

松本大学のパソコン室のパソコンにはマイクロソ
フト社のACCESSがインストールされているが、商
業科や工業科以外の高校では、ACCESSをインス
トールしたパソコン室を使える高校は多くはなく、
一人一台端末の時代を受けてBYODとして生徒が持
ち込むタブレットパソコンを使った形態での授業が
現実的である可能性が高い。さらに、今回の講習会
は新型コロナウイルス感染症に対する警戒から全面
オンラインで行うことになり、大学のパソコン室の
利用ができなくなったために、大学の授業と同じよ
うにACCESSを利用するためには、本認定講習会参
加者がオンラインで利用するパソコンに、有料アプ
リケーションをインストールことが必要となること
から、ACCESSの利用は難しいと判断した注1。

本認定講習会では、ブラウザで実行可能な環境
であるGoogle Colaboratory（以下Colabと略記す
る）上でPythonのライブラリーとして利用可能な

表１　第8データベース

２内容
　〔指導項目〕
　（1）データベースと私たちの社会
　　ア データベースと社会との関わり
　　イ データベースを支える情報技術
　　ウ データベースの目的と機能
　　エ データベースのデータモデル
　（2）�データベース管理システムとデータベー

スの設計
　　ア データベース管理システムの働き
　　イ データの分析とモデル化
　　ウ データベースの正規化
　（3）データとデータベースの操作
　　ア データの操作
　　イ データベースの定義
　　ウ データベースの操作
　（4）データベースの運用と保守
　　ア データベースの運用管理
　　イ データベースの保守
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DBMSであるsqlite3を使って実習を行うことにし
た。ColabはGoogle社が提供するPythonプログラ
ミング環境で 2）、メモリーと実行時間の制限の下で
無料で使うことができ、すでに高校の現場でもプロ
グラミングの授業に使われている。SQLiteはもと
もとはC言語のSQLデータベースエンジンライブ
ラリーで3）、パブリックドメインとなっているソー
スコードからPythonのライブラリー moduleとし
てsqlite3がつくられている4）。

Ⅱ．�Colab上でsqlite3を使った
DBMS実習環境の構築

1．3つのステージ
Colabでsqlite3を使ってデータベースの実習を行

うに際して特に注意した点は、作業には下記の3つ
のステージがあることを受講者に意識させる点であ
る。

　１．Google Driveのステージ
　２．Pythonのステージ
　３．sqlite3のステージ
１のGoogle Driveのステージはシステム上でファ

イル操作を行う段階で、実習をするにあたっての、
テーブルデータの準備やアップロード、結果ファイ
ルのダウンロードの段階である。認定講習会参加者
は現職の高校教員であり、コロナ禍を乗り切った経
験を持つ方たちなので、Googleアカウントの取得
とオンラインクラウドとしてのGoogle Driveの利
用には慣れている様子が見られたが、階層構造など
のファイル操作に習熟しているようには見えない受
講生も見られた。

２のPythonのステージはPythonでmodule sqlite3
を動かしたりデータを操作したりする段階で、言語
としてのPythonを利用する段階である。本認定講
習会の目的はSQLの学修であってPythonの修得で
はないで、Pythonの文法に深入りすることのない
ように注意した。しかし、作業上はPythonのライ
ブラリーのNumpyやPandasを利用すると便利であ
り、また使わざるを得ない場面もある。

３のsqlite3のステージが本認定講習会の主目的
で、データベースを動かすSQL命令を学修する段
階である。三連引用符5）で囲んだ文字列としてSQL

文を定義し、sqlight3のカーソルに代入してSQL命
令を実行する。

2．Google Driveのステージ
関係データベースの実習のハイライトは、複数の

テーブルを組み合わせたデータ操作にある。テーブ
ルは正規化によって分割されて作られる場合もある
が、本認定講習会では学習時間の関係も考えて正規
化の終わった複数のテーブルを予め配布することに
した。受講者の実習に使うアカウントは受講者が準
備したアカウントであり、すでにいろいろな形で利
用している可能性を考慮し、本認定講習会共通の名
前の講座用のフォルダーを各自で作り、ファイルと
作業を集中させるカレントフォルダーとした（図1）。

図1．Google Driveの解説スライド

3．Pythonのステージ
Pythonのステージはsqlite3 moduleを動かすプ

ログラミング言語Pythonを使うステージである。
言語としてのPythonの習熟が目的ではなく、ま
た、受講生はプログラミング経験の浅い参加者が
多いことから、Colab利用のための最低限の作業
ルールに焦点化し、プログラミング言語を意識す
る必要のないように話を進めて行った。キー入力
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（Character user interface、以下CUI）での作業の
利点を生かしつつ誤入力によるエラーのストレスを
軽減するために、サンプルコードや既入力コードの
複写＆貼り付けを活用して実習を進めることにした
ので、Colabで便利な、Ctrl+cで複写、Ctrl+vで貼
付けというショートカットと、Shift+enterまたは
Ctrl+enterというショートカット実行命令の訓練を
行った。

Colabのプロンプトでは、！に続けてコマンドを
入力し実行することでUNIXの標準的な命令を実行
することができる。ファイルやディレクトリー操作
のUNIX命令を使えることは、トラブルシューティ
ングに有効であった。また、Pythonでコメント文
の書き方（#から行末まで）を覚え、メモを残して
おくことは、後からの学修の振り返りには重要で
ある。図2はDriveのマウントから、ライブラリー
の読み込みまでのColabでのPythonコードである。
途中「!ls  フォルダー名」でフォルダー中のファイ
ルリストを書かせアップロードしたファイルの存在
とファイル名を確認している。

Google Driveは多国語のファイル名に対応してい
るため、Google Chromeなどのブラウザ上では実際

のファイル名が正しく表示されない場合がある。ま
た、アップロードの際にファイルが誤って上書きさ
れることを避けて、自動的に番号を付けて別名ファ
イルにする場合がある。Pythonのプログラム上か
らファイルを指定する際の正しいファイル名の確認
や、アップロード再試行のためにファイルを消去す
る際には、このステージでの、ls、mv、rm、cdといっ
たUNIXコマンドが非常に有効であった。本認定講
習会でUNIXコマンドを教えた訳ではないが、トラ
ブル解決のために、UNIXコマンドを使った対応の
指示を出す場面が何度かあった。

マウントの終わったドライブからcsvファイルを
読み込む作業が図3である。データベースに読み込
む前の作業として、文字化けなく読むことができて
いることの確認のためにcsvファイルを表示させた
り、読み込み作業の準備としてcsvファイルにフィー
ルド名（header）があるかどうかの確認を行った
りしている。この後、headerと整合性的に変数型
を指定してcsvファイルをPythonのlistに読み込ん
で行くことになる 6）。この段階ではPythonでの変
数型指定を利用しているが、sqlite3では使える変数
型に制限があることには要注意である。

#ドライブをマウントする ファイルを継続的に使いたければ、google driveに置く必要がある。
from google.colab import drive
drive.mount(’/content/drive’)

# グーグルドライブの確認
!ls /content/drive/MyDrive

!ls /content/drive/MyDrive/DataBase2023  # これから使うフォルダーの確認

# sqlile3 と csv 、その他のライブラリーの準備
import sqlite3
import csv
import pandas as pd
import numpy as np
import math
import datetime #日付を扱うライブラリーの読み込み

図2．Driveのマウントとファイルの確認
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4．sqlite3のステージ
csvファイルのデータベースへの読込はpandas

の デ ー タ フ レ ー ム を 経 由 し て 行 う（csv -> 
pdDataFrame ->データベース）のが簡単である。
図4でデータベースファイル名を指定してデータ
ベースと接続しカーソルを定義している。これ以降

SQL命令を定義して接続カーソルの実行関数に代
入すれはSQL命令を実行してテーブルデータの処
理を行うことができる。csvを読み込んだpandasの
データフレームは接続（conn）を指定したpandas
コマンドpdDataFramafile.to_sqlでデータベースに
読み込むことができる（図5）。

# CSVファイルからデータを読み込む
csvfile = open(’/content/drive/MyDrive/DataBase2023/Jリーグ2023.csv’, encoding=’CP932’) 
# Shift-jis なのにCP932で読み込む
csv_reader = csv.reader(csvfile) # 読込み

# ただ書かせてみる
print(csv_reader)  # 書かせてみると特殊なオブジェクトだという素性を書く

# ただ書かせてみるその２
for row in csv_reader:
  print(row)

#もう一度読込み直す 読み直さないとheader命令でエラーが出る
csvfile = open(’/content/drive/MyDrive/DataBase2023/Jリーグ2023.csv’, encoding=’CP932’) 
# shift-Jis なのにCP932でうまくいく
csv_reader = csv.reader(csvfile) # 読込み

header = next(csv_reader) #先頭はfield名
header # headerを書かせる
import numpy as np

図3．Driveのマウントとファイルの確認

# まず、データベースと接続。なければDBを作成する。今日使うファイルは前回作ったNov-11.dbです。
dbpath = ’/content/drive/MyDrive/DataBase2023/Nov11/Nov-11.db’   
#と使うデータベース名を定義する テーブル名ローマ字版
conn = sqlite3.connect(dbpath)                 #今使っているGoogle Colab とデータベースを接続
#
# 命令を受け取るカーソルを c と名付ける
c = conn.cursor()

図4．データベースとの接続とカーソルの定義
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Pythonでsql文を定義する際には、sql=”” ”命令
文””” と三連引用符で囲って命令を書くことによっ
て、複数行に改行して記述することが可能になり、
長いSQL命令文を構造的に記述することができる。
Google Colab入力プロンプトでは全角スペースが
マークアップされるが、三連引用符中では全角ス
ペースのマークアップが無いので、日本語を含めた
SQL文の場合には、先頭の三連引用符を外して入
力を確認すると全角スペースの誤入力を見つけやす
くなる。sqlでは- - 以降がコメント文となる。

SQL命令の結果がテーブルで出てくる場合には、 
sqlからpdDataFrameへの変換を行うと、pdDataFrame
の表示命令やpdDataFrameからcsvへの変換書き出
し命令を利用することが可能である。

テーブルの更新を行った場合には、commit（）を

行うことによってデータベースファイルに結果が
反映される。接続の解除はclose（）命令であるが、
close（）命令を行わずにColabを閉じても、とくに
問題は起こらなかった。

Ⅲ．SQL命令の学習

1．sqlite3のSQL実装
前章で構築したColabとsqlite3でSQL命令を実

行する環境でSQL文の学習を行った。SQLはもと
もとはStructured Query Languageの略称で問い
合わせ言語と呼ばれることもある。SQLは表2のよ
うにデータ定義言語、データ操作言語、データ制御
言語からできている。SQLiteはクライアント・サー

# pd.dataFrame の sql への読み込み
# pandasDataFrame.to_sql でsql に読み込まれる
生徒マスタ .to_sql(’Seito’,conn,if_exists=’append’,index=None)

図5．pdDataFrameFile 生徒マスタをSeitoテーブルとしてデータベースへ読み込む

表２　SQLの種類とSQLiteで実装

データ定義言語　Data Definition Language
　• CREATE TABLE	 テーブルを作る
　• DROP TABLE	 テーブルを削除する
　• ALTER TABLE	 テーブルを変更する� △
　• CREATE VIEW	 ビュー表を作成
	 ビュー操作� △
データ操作言語　Data Manipulation Language
　• SELECT	 レコードを検索する
　• INSERT	 レコードを追加する
　• DELETE	 レコードを削除する
　• UPDATE	 レコードを更新する
データ制御言語　Data Control Language
　• GRANT	 アクセス権限を与える� ×
　• REVOKE	 アクセス権限を取り消す� ×
×　SQLiteは実装せず
△　SQLiteは完全には実装せず
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バー型ではなくローカルなシステムで動く組み込み
型のライブラリなので、アクセス権限を定義する命
令は実装されていない。また、テーブル変更命令と
ビュー表はreadオンリーであり、消去や挿入には
対応していない7）。

2．テーブル定義言語
テーブルの作成については、あらかじめエクセル

などでcsvファイルを作成しておき“テーブルデー
タ”としてデータベースに読み込む方法と、SQLの
CREATE命令で表を作成し、そこにSQL命令でデー
タを読み込む方法がある。csv形式を利用する場合、
Colabのsqlite3では、前章で行ったようにPython
のpdDataFrame形式を介してデータの取り込みを
行うのが便利であり、取り急ぎデータベースの体験
を目指した１日目の講習では、こちらの方法でテー
ブルの作成を行った。

CREATE命令で作った表にデータを読み込む際
には、データをタプルごとに挿入することになるが、
Colabの利用でPythonのステージがあるので、複
数行の読み込みではSQL文の複数回実行にPython
の繰り返し命令を利用することができる。GUI操作
で外部データの読み込みが可能なACCESSと比較
すると、Python言語の学習による繰り返し命令の
利用とわかりやすいが冗長なGUI操作の繰り返しと
のトレードオフになる。sqlite3の実行命令cursor.
execute（sql）をPythonでの繰り返しコードに入
れる方法と、複数行読み込み命令cursor.execute

（sql,data）利用の2通りが可能である。
本認定講習会では、2日目は関係データベースら

しく複数のテーブルを使った課題を扱うことにし、
2日目の初めにCREATE命令を使った表の作成、
SQLを使ったデータの読み込み、DERETE命令を
使った表の削除の演習を行い、1日目同様のcsvデー
タの読み込みと合わせて複数の手段を紹介した。
細かい注意点であるが、sqlite3ではテーブル名は
ASCIIコード対応英数文字（いわゆる半角直接入力）
で入れておかないと動作が不安定であったが、これ
はSQLの仕様であった8）。

3．データ操作言語
SQLの演習では、データ操作言語で特にSELECT

文が主となる。1日目午後の講習で一つの表に対す
る選択、射影、集約関数の演習を行った。2日目の
講習のハイライトは複数の表を組合わせたデータ処
理を行うSQL文の作成で、図6の5つのテーブルから
図7の表を作る作業を行った。

テーマは学校食堂の献立人気調査アンケートの
集計で、sqlite3のテーブル名は半角アスキー文字
なので、正規化の終わった表をそれぞれ、Seito、 
Seibetu、Kondate、Ruiseki、Ankeito と い う 名 前
のテーブルでデータベースに取り込んだ。Ankeito
テーブルは途中の集計作業の演習に使い、アンケー
ト結果テーブルの内容を累積アンケートテーブルに
集約した。最後に指定した日付の結果を抽出し、献
立CO、献立名と性別ごとに生徒COを集計（カウ
ント）して女子比率（女子回答／全回答）を求め女
子比率の降順に並べた表（図7）を作ることにした。
クロス集計に簡単な計算が入っている。

図7．6月10日のアンケート集計結果の表

図6．演習に使うテーブル
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sql=””” with 

tmp_Danshi as
(SELECT count(ruiseki.生徒CO) as 男子 , ruiseki.献立CO as 献立CO
from Ruiseki, Seito, Seibetsu
where (実施日 = datetime(’2011-06-10’)
    and Ruiseki.生徒CO = Seito.生徒CO
    and  Seito.性別CO = Seibetsu.性別CO
    and seibetsu.性別 = ’男子 ’)
group by ruiseki. 献立CO) ,   -- order by を消してコンマを忘れずに

A1

tmp_Joshi as                -- 2つ目はwithいらない
(SELECT count(ruiseki.生徒CO) as 女子 , ruiseki.献立CO as 献立CO
  from Ruiseki, Seito, Seibetsu
where (実施日 = datetime(’2011-06-10’)
    and Ruiseki.生徒CO = Seito.生徒CO
    and  Seito.性別CO = Seibetsu.性別CO
    and seibetsu.性別 = ’女子 ’ )
group by ruiseki.献立CO )    -- order by を消す

A2

SELECT Kondate.献立CO, 献立名 , 男子 , 女子 ,
    cast(女子 as real)/cast(女子 + 男子 as real) as 女子比率
    from  tmp_Danshi, tmp_Joshi, Kondate
    where (tmp_Danshi.献立CO = Kondate.献立CO
      and tmp_Joshi.献立CO = Kondate.献立CO )
order by 女子比率 desc ; ”””     # SQL 命令

B

kekka = pd.read_sql_query（sql, conn） 
    # SQL 命令の実行結果をpandas DataFrameのkekkaに代入
kekka    #kekkaの表示

図8．図7の最終結果を表示するSQL命令

図9．SQL文の基本構造 図10．SQL文の実行順序
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図8が最終集計結果を与えるSQL命令で、これだ
け見ると長い複雑なSQL文に見えるが、本講習会
では構造を分解し、手順を踏むことによってこの
SQLの理解を目指した。

SQL 命令の基本構造は図 9 のようになってい
る。また、文献 8, 9）によれば、SQL文の実行順序は
図10の順になっている。すなわち、SQL命令は、
FROMやWHERE、JOINといったテーブルの組み
合わせやテーブルからのデータの抽出を先に行い、
その後GROUP BYとHAVINGの集約を行い、最後
にORDERやLIMITといった表示の指示を実行す
る仕様になっている。学習においても、このSQL
のデータ処理の順番を意識することがポイントとな
る。
　図8のSQL文は大きく3つの部分（A1、A2、B）
からできている。A1とA2は副問い合わせによって
一次テーブルtmp-Danshiとtmp-Joshiを作っている
部分である。A1とA2は全く同じ構造をしており、
A1のtmp-Danshiにおける男子に対する処理を女子
に変えたものがA2のtmp-Joshiである。

Bは一時テーブルであるtmp-Danshiとtmp-Joshi
のデータに対して、行について献立名との関連付け
を行い、列データについて女子比率を求める計算を
行って表示データを作り、最後に順番を指定して表
示している。図8の先頭でwithで利用している一時
テーブルは、SELECT文で作られているので、図

11のようにA1の部分だけ取り出してSQL文として
実行することが可能である（図12）。図8のA1では、
図11のsqlから末尾のorder by命令が削除されてい
る。

図12．図11のSQL命令の出力

授業の手順としては、データベースへの表の読み
込みの後、

　１．表の表示命令
　２．Whereを使った行の選択
　３．集約関数countの練習
　４．キーを利用した関連付け

を順に練習して来れば、その次のステップとして図
11、図12のDanshi及びその女子版のJoshiの表の
作成が可能となる。図11の“男子”の結果から“女子”
の結果を作るところをSQL文の「複製＋貼り付け
＋書き換え」で処理することで、CUI操作のメリッ
トを強調することも期待できる。図11の副問合せ

#献立ごとに男子の人数を数える
sql= ””” SELECT count(ruiseki.生徒CO) as 男子 , ruiseki.献立CO as 献立CO
           from Ruiseki, Seito, Seibetsu
           where (実施日 = datetime(’2011-06-10’)
                  and Ruiseki.生徒CO = Seito.生徒CO
                  and  Seito.性別CO = Seibetsu.性別CO
                  and seibetsu.性別 = ’男子 ’ )
           group by ruiseki.献立CO order by 男子 desc; ”””     #SQL 命令
kekka = pd.read_sql_query(sql, conn)  
# SQL 命令の実行結果をpandas DataFrameのkekka に代入
kekka　　# kekkaの表示

図11．図8の一時テーブル定義部分を出力するSQL
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ができてしまえば、図8のSQL文は献立名との関連
付けと女子比率の計算が加わっただけである。

以上の手順で授業を行い、2コマ（3時間）程度
の時間で、最終結果のSQLの作成までの実技を終
了させた。1日目の午後の授業で、単一の表に対す
る選択、射影、集約関数の練習を行っているので、
2日目はもっぱら、外部キーによる関連付けの演習
が中心となった。

SQLによる外部キーによるテーブル間での行の
関連付けは、ACCESSのGUI操作と比べると直感
的なイメージに劣る傾向があるが、今回はWHERE
テーブル１.データA＝テーブル2.データBという
形での結合だったので、作業内容の理解は容易で
あったようで、学習に問題のある受講生がいるよう
には見えなかった。むしろ、「複製＋貼り付け＋書
き換え」で同等の別の条件命令を作れるCUI操作
の便利さに共感してもらえたように見えた。

Ⅳ．まとめ
本稿では、オンラインでのデータベース授業の実

践例を報告した。データベースの授業であっても理
論の講義については対面授業と比べて大きな違いは
ないと考えられるが、実技の実習に関してはシステ
ムの準備から始まってオンライン独特の難しさがあ
り、本稿では実技実習部分のみを報告した。

実践は昨秋に開講した教員免許証認定講習会で、
参加者は情報以外の教員免許保持者31人で主分野
は商業6名、理科4名、数学3名、工業3名、社会科
3名、その他（農業や福祉、美術など）12名であっ
た。プログラミング経験に関するアンケートでの自
己申告では、プログラムを日常的に組んでいる方0
人、練習問題以外のプログラムを組んだことのある
方6人、練習問題はやったことがある方4人、授業
に参加した程度の経験の方11人、プログラミング
経験があるとはいえない方10人であった。認定講
習会本番では、全員が演習の最後（図7）まで到達し、
修了課題レポートでは23名が類似のアンケート集
計のSQLを完答した。

今回の課題（図11）ではクロス集計を実行する
ために一次テーブルを利用したが、一時テーブルを
使わずにCASE文を使った表現も可能である。ま
た、テーブルの集合演算に関してはOUTER JOIN

を扱っておらず、集約関数に対するHAVINGも扱っ
ていない。1単位2日間という時間制限があるために、
取捨選択をせざるを得なかった。これらのSQL命
令については、データベース運用の話題（表１の（４）
や（１））と合わせて、次回認定講習会の機会があ
れば扱う予定である。

高校の教科「情報」などによるプログラミング教
育の普及に伴い、無料で利用できるPython環境で
あるColabが広く使われるようになってきており、
併せてsqlite3によるデータベースの利用も広がっ
てきている。ビッグデータの統計的取り扱いツール
としてのSQLも情報教育での興味深いテーマであ
る10）。本講座では、Google Driveに作業ファイルを
置きColab上でPythonライブラリーであるsqlite3
を用いてデータベースの実習を行った。今回の実践
の教訓として、学習者の作業のステージを
　　１．Google Driveのステージ
　　２．Pythonのステージ
　　３．sqlite3のステージ
の３つの段階に分け、現在の作業のステージを学習
者に意識させることが効果的であることが示唆され
た。
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�
注
注1	� コロナ禍で遠隔授業となった際には、松本大

学では学生各人のパソコンにサイト契約の
office365をインストールさせ、ACCESSを使っ
てオンラインでデータベース論の授業を行っ
た。
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